リ淘冶セラレタ，我帝國ノ國民ヲ見ヨ此等ノ山河草木ガ如何-一我國民性ヲ美化シ詩化シ居，コト夫レ幾何ゾ此 
美化シ詩化セ 〆 心情ハ延ィテ我邦ノ美ナル道德卜密_1 相 關聯シテ居 〆 デ、 V ナィ カ 是-一由テ之 ヲ觀レ パ植物 ノ學 
ヲ排斥ス，モノハ亦一面我國道德ノ破壤者デアグトモ言へ 〆 (未完) 


〇「バイブル」ノ植物 

牧野富太郞日フ填日私ハ或必耍扩アッタノデ聖書中ノ或ル植物チ調べテ見タガ其支那卜日本トノ兩_書-|ハ其植物-1誤！！ガ多イコトヲ知 
ッタ又ソレト同時一|私ノ璲念一一惑ジタノハ今日 n ンナ進歩ノ世デア V ナガラ何故二此樣ナ誤譯チ舊ノママーー放棄シ置イテ少シ乇吹正チシ 
ナイコトデアル、又併セテ不審11思フノハ該敎チ奉ズル人々/中一ーハ.有數ノ碩學 ip 決；；，テ少ナクナイノ ||何故1一疾ク其邊ノコト11氣ガ附 
カスノデアロウカトイ 7 コトデアル(間違ッタコトチ直スコト卽チ過 チヲ 吹ムルコトデアルカラキット神樣ハ此吹譯ノ擧ヲ嘉納 y タマ 7 
コトデアロウ〕私ハ信者デハナイケレドモ此等ノコトが氣一|ナッテ仕方ガナイノデ試1一私ノ知人ノ篠崎君二勸メテ此ノ文チ草セシメタノ 
デアル若シモ同君ノ記事-1誤ガアッタ ナラ パ幸 二 敎チ垂 ルルコトニ 吝ナラヌ コト チ私 カラ 讀者二懇請シテ置キマス又私ノ友人ノ松田定久 
君並-1久內淸孝君ガ有益ナ參考書チ貸シテ下サッタコトチ此二惑謝シ置キマス . 

籐峙信四郞 

「バイブ，」ご啻 f : 神イエス1^1リ^^ヲ信ズル者ノ寶典タル ノミナラ ズ實二一般人類ヲ敎化スダ 1一 足ダべ キ 聖典 
ノー ナ？而シテ原書ぐギリシャ及ビへブル語ニテ誌サレアレド旣，一世界五百六十餘種ノ國語一一飜譯サ.レ殆ド全 
世界二亙リテ弘ク配布サレタレ V 原書ヲ讀ミ得ザル者卜雖ドモ「バイブ，」ヲ味ヒ得ダハ容易ナリ我國-1於テ創 
世記乃至 約 翰默示錄六十六卷邦語-一飜譯サレク，ハ明治二十年末ノ事ナリ其功飜譯委員-ーア，ハ論 ナヶレド モ 
又橫濱二於ル米國聖書會社々長タリシ故ルウシス博士二負フ所大ナダヲ忘，ベカラズ聖書會社以外一一「パイブ 
ダ」ヲ邦語一一飜譯セント 試 ミタル人士ナキニアラズ サレド新舊約 六十六卷ノ全書ヲ完全-一飜譯シ 了シタ，者 一 
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ブル」-1誤譯多キ由ヲ聞ク事度々ナリ果シグ誤譯ア 〆 ヤ否ヤハ吾人之ヲ明力 -1 セズト雖ドモ「 V イブ 〆 」ノ硏究 
進恭スル-一從ヒ翻譯上ノ缺陷ヲ發見スル事多々アグべキハ理ノ當然ニシーグ部分的ノ訂正ノミ- r グハ眞意ヲ傳へ 
難キ場合生ゼズトモ限ラズ遂ニハ极本的一一大改譯ヲ行フ必要起ルベシ米國聖書會社一一於テモ我國「バイブ，」ノ 
改譯委員ヲ擧ゲ常-一其準備-一怠ナキ由ナンド改譯/精神那邊一ーア，力吾人是ヲ知ラザレバ只老婆心マデ-一植物 
- 一關ス，事項一一就キ改譯ノ必要アグ諸點ヲ誌シ以テ改譯委員ノ參考二資シ併テ現-一我「バイブ火」ヲ味フ兄姉ノ 
備考-一俄セント欲ス 

〇娜 ■ ーノーー、ーニ攀ひ — s けるは1は震とと勒 i に群みづから f — っ隳撕 
を地 R 發出すべしと即ち勘な6ぬ地青草と其類に從が CA 實 E を生ずる草蔬と其類に從が a 果をむすびてみづか 
ら核^もつ所の樹5:發出せヶ神 Z 1 れ 1: 春と觀た^へ*®'、靑草卜草蔬トヲ區別 シタグ ハヨケンドモ草蔬トハ何ヲ 
云ヒシモノカ若シ人類 ノ 食料 二 傑シ得 べキく3ヲ 意味 ストセバ 人類ハ愚 力 動物未ダ全ク生ゼザリシ當時, j 於 テ 
ハ湛ダ不合理ナリ造物主ヲ認メテ其命令-ーヨリ斯クハ地球上二植物類ガ生ジタ？卜信ズ，ハ 自由 ナレドモ植物 
.類ヲ分' V -1 逸早クモ人類ノ利用上ヨリ試 ミ 〆 ハ訝 シキ 限 ナジ g 世記ノ記者ガ我見ヲ加へ神卜人トノ關係ヲ念頭 
k 置キテ同章二九、三〇節の神言た まひけ るは視ょ我全地の 面に ある實廉 のなる 諸の草蔬と核ある木菓の結る 
諸の樹とを汝等に與ふ乙れは汝等の糧となるべし又地の諸の獸と天空の諸の鳥 あょび 地に匍 ふ 諸の物等 凡を^! 
命ある者には我食物として諸の靑 き 草を與ふと即ち斯な- CS ぬ卜云フ ーー 應ゼシ メタ 〆 ハ アマ9 |一巧 一!シテ此場合 
單1一く S 卜き卜11分ツヨリモ不自然ナリ又譯語トシテ乇靑草卜草蔬卜云フ/雜草卜蔬菜卜云フヨリ乇奇異ニシ 
テ無理ノ所 アリ 而シテ實蒇ヲたね卜讀マス事ハ夏一一無理ナリ文字國ナグ支那人中-ーハ 草 二生ズ 〆 實ヲ蒇 卜云ヒ 
木-一生ズルヲ果卜云フナドト區別スル者アレドモ我國 -1 於テハ普通一一み卜稱シテ僮一一たね卜區別スダ-一過ギズ 
核ヲたね卜呼ブ事ハ柱々アレドモ種子ノ普通ナル- 1 及 V ス實蒇ハ寧 -a みヲ意味シテ 72 ね ヲ示ス 所ナキナリ撕を 




( 61 ) 


號三第卷一第誌雜究硏物植 




如何ナル昆蟲ガ梅ノ花チ媒助ス 


62)9「バイブ 〆 」中二沒藥又ビ乳香等ガ貴重ナ 〆 香料トシテ誌サレアグ11見ダモ後說ノ捨テ難キヲ知 〆 .一一足 〆 べシ 

( (未完) 

〇如何ナル昆蟲ガ梅/花ヲ媒助スルカ 

名和昆蟲研究所長野菊次郞 

' 梅ノ花ハ顯著ナル花冠ヲ有シ馥郁タル淸香ヲ放チ又蜜腺ヲ備へテ花蜜ヲ分泌スグ此ノ如ク此等ノ三要件ガ花二 
:揃へパ是レガ蟲媒花タグヲ疑フ餘地ハ無 イコト ニナ 〆 併シ此梅花ガ蠢唐ニシテ時-二六花ノ露夕，時節 
-1 咲クノデアグ カラ 如何ナ，昆蟲ガ花粉媒助ノ任-一當ル デアロゥカトへ 一寸疑問 一ーナル ノ デア 〆 冬ヨ？早春一一 
カ ケ-ブ ノ嚴寒ノ折-ーハ昆蟲ハー般-一蟄伏シー7*活動シナイノガ普通 デアグカラ 此疑問モ ー 應尤ナ次第 デアグ 從テ 
よな ち^ 稀-二梅ノ花粉ハ鶯 -1 ヨツテ媒介 セラ /^〆 デア ロウ.ナドノ臆測 


なが a らたあぶ 



ヲ下ス人モアル併シ是レハ不精ナ人、ガ机ノ上 >一構成シク說デア 
ッテ少シモ其要ヲ得テ居ナイ實際鶯ハ到ル處ノ梅樹ヲシテ悉ク 
結實セシムべキ程多數11存スグモ/デナイ、ソンヨリモ梅花二 
昆蟲ガ來，力來ナイカヲ知ラクト思フナラパ實際梅ノ花ノ咲イ 
夕時一一之ヲ注視スダコトガ早道デアグ早春一ーテ氣候マダ寒キ折 
-1 テモ空晴レ渡リテ格別風ノ無キ日一一ふみつばちヤあぶノ類ガ 
盛二梅樹ヲ訪問シテ花ヨリ花-一飛ビ移 〆 コトハ實 -1 著シキモノ 
デアグ今 S 重ナ 〆 種類ヲ擧ゲテ見レバ先ブ左ノ通9デア， 
みつばち Apis melliiBca 卜 



